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噺家の住処

住宅文化財探訪

地盤の奥義：現代の貝塚は隠れた軟弱地盤！
住まいと防災・安全：土砂災害の実態を知り 避けるべき土地を学ぶ
住まいの NEXT トピックス：loT住宅の普及とこれからの暮らし（後編）

古今亭菊之丞 師匠

旧安田楠雄邸庭園（東京都文京区）
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文
京
区
千
駄
木
地
域
は
、明
治
の
中

ご
ろ
以
降
、
急
速
に
近
代
化
、
都
市
化

す
る
東
京
の
中
で
山
の
手
文
化
の
中
心

地
と
な
り
、上
流
層
の
邸
宅
が
多
く
建

て
ら
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
関
東
大
震

災
と
空
襲
を
経
て
現
在
に
残
る
建
物

は
、
ご
く
わ
ず
か
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
の
一
つ
が
、旧
安
田
楠
雄
邸
で
す
。

　

施
主
は
、旧
三
十
八
銀
行
神
戸
支
店

支
配
人
な
ど
を
務
め
た
実
業
家
、藤
田

好
三
郎
。藤
田
は「
普
請
道
楽
」と
言
わ

れ
た
人
物
で
、施
工
を
清
水
組（
現・清

水
建
設
）に
依
頼
し
、
柱
材
に
栂つ
が

、
土

台
に
備び

し
ゅ
う
ひ
の
き

州
桧
な
ど
、全
国
か
ら
集
め
た

最
高
級
の
材
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
っ
て

建
て
て
い
ま
す
。
邸
宅
は
１
９
１
９

（
大
正
８
）年
に
竣
工
し
た
も
の
の
、23

（
大
正
12
）年
、
関
東
大
震
災
直
後
に
、

藤
田
は
、
安
田
財
閥
創
始
者
の
女
婿
、

安
田
善
四
郎
に
売
却
し
ま
す
。
以
来
、

96（
平
成
８
）年
ま
で
、安
田
家
の
人
々

（
安
田
楠
雄
は
、善
四
郎
の
長
男
）が
住

み
続
け
ま
し
た
。

　

東
西
に
細
長
い
敷
地（
現
在
約

４
５
０
坪
）に
、木
造
瓦
ぶ
き
２
階
建
の

住
宅（
建
築
面
積
約
１
４
０
坪
）が
雁
行

式
に
建
て
ら
れ
、邸
内
の
各
部
屋
か
ら

南
側
の
庭
園
を
望
め
る
配
置
に
な
っ
て

い
ま
す
。
マ
ン
ト
ル
ピ
ー
ス
や
広
々
と

し
た
サ
ン
ル
ー
ム
を
備
え
た
接
客
用
の

洋
室
、格
式
高
い
和
室
に
調
和
さ
せ
た

モ
ダ
ン
な
照
明
な
ど
、
洋
風
建
築
の
意

匠
を
取
り
込
み
つ
つ
も
、
部
屋
ご
と
に

格
式
を
変
え
る
手
法
、自
然
を
取
り
込

む
間
取
り
を
採
用
し
、和
風
住
宅
の
伝

統
を
し
っ
か
り
と
受
け
継
い
で
い
ま
す
。

畳
、障
子
、襖
と
い
っ
た
細
部
に
施
さ
れ

た
数
々
の
伝
統
技
術
と
相
ま
っ
て
、
旧

安
田
楠
雄
邸
は
、近
代
和
風
建
築
の
一

つ
の
到
達
点
を
見
せ
て
く
れ
る
の
で
す
。

「残月の間」の和風モダンな照明。自由な発想と精巧な技で、
格式高い純和風の部屋に照明器具を調和させています。

当時としては珍しく、基礎に分厚くコンクリートが打設さ
れていて、台所の床下に、その一部が見えます。

壁のクロス、カーテン、マントルピースなどは、竣工当時のものがそのまま
残されています。ガラス窓も当初からのもので、欄間には型板ガラス、装飾
窓にはにかわガラスが用いられています。天井のしっくいは「落とし塗り」と
いう技法で塗られ、四周に巡らされた石こうの花飾りは寒天でできた型を用
いて作られたものです。柱などの造作材には、クルミが使われています。

（左）採光に気を配った設計の台所は、とても明るい造りになっています。水
回りの設備は、1929（昭和4）年ころ、当時の最新式で、現在のシステムキッ
チンの原型とも言える「鈴木式」に改造されました。（右）応接室から「残月の
間」へと続く廊下は、板敷きと畳敷きになっています。洋風と和風の接続を
意識したと思われる、しゃれたデザインです。

2階の客間に隣接する「予備
室」。伝統的建築様式を踏まえ
ながらも、正式な客を通す部屋
ではないため、1階の「残月の
間」や客間とはまったく異なる、
柔らかな空気感があります。

住所／東京都文京区千駄木5−20−18
交通／東京メトロ千代田線千駄木駅か
ら徒歩約7分
開館日／毎週水、土曜日
入館料／一般500円、中高生200円
※イベント時料金変更の可能性あり
開館時間／10:30～16:00
（入館は15:00まで、靴下着用のこと）
お問い合わせ／03−3822−2699
（ただし、公開日のみ）
安田家からの寄贈を受け、現在は（公財）日
本ナショナルトラストが所有。ボランティ
アスタッフが中心となり、一般公開のほか、
五節句行事や季節の行事が開かれている。

東京都文京区　旧安田楠雄邸庭園

【
東
京
都
文
京
区
】

旧
安
田
楠
雄
邸
庭
園
（
東
京
都
指
定
名
勝
）
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新
し
い
住
宅
地
の
下
に
ご
み
が
投
棄
さ
れ
て

隠
れ
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ご
み
の
存
在

は
通
常
の
地
盤
調
査
で
は
見
つ
け
ら
れ
ま
せ

ん
。
ご
み
地
盤
で
生
じ
る
不
同
沈
下
例
と
対
処

の
方
法
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　　

わ
が
国
で
は
数
千
ヵ
所
の
『
貝
塚
』
が
見
つ

か
っ
て
い
ま
す
。
1
に
示
す
東
京
都
品
川
区
の

大
森
貝
塚
は
わ
が
国
で
初
め
て
発
見
さ
れ
た
貝

塚
と
し
て
有
名
で
す
。
全
国
で
最
も
貝
塚
が
多

い
千
葉
県
に
は
貝
塚
（
千
葉
市
若
葉
区
）
と
い

う
地
名
も
あ
り
ま
す
。

 

『
貝
塚
』
と
は
、『
縄
文
人
が
食
べ
た
動
物
の

骨
や
貝
殻
な
ど
を
捨
て
た
ご
み
捨
て
場
』
と
も

言
え
ま
す
が
、
実
は
住
宅
地
盤
の
良
否
判
定
に

も
役
立
ち
ま
す
。
今
か
ら
約
５
５
０
０
年
前
の

縄
文
海
進
時
に
は
海
抜
は
現
在
よ
り
も
３
ｍ
高

く
、
東
京
な
ど
平
野
部
の
約
半
分
は
水
没
し
ま

し
た
。
水
没
し
た
場
所
は
そ
の
後
の
海
退
に
よ

っ
て
沖
積
層
と
な
り
、
水
没
を
免
れ
た
高
台
は

洪
積
層
と
な
っ
て
残
り
ま
し
た
。
縄
文
人
は
高

台
に
簡
易
な
住
居
を
作
っ
て
住
み
、
近
く
の
海

か
ら
貝
や
魚
を
採
っ
て
生
活
し
て
い
ま
し
た
。

そ
の
た
め
貝
塚
は
、
縄
文
人
が
住
む
洪
積
層
と

当
時
海
だ
っ
た
沖
積
層
の
境
界
線
上
の
、
洪
積

側
に
多
く
の
場
合
存
在
し
ま
す
。
以
上
の
こ
と

か
ら
、
貝
塚
が
あ
る
場
所
は
洪
積
層
の
良
質
地

盤
で
あ
り
、
貝
塚
よ
り
海
側
や
谷
側
は
軟
弱
な

沖
積
層
で
す
。

　

一
方
、『
昭
和
の
貝
塚
』
…
と
も
言
え
る
現

代
の
ご
み
捨
て
場
は
最
も
危
険
な
地
盤
で
、
住

宅
地
と
し
て
適
し
て
い
ま
せ
ん
。
欧
米
で
は
土

地
が
広
い
の
で
ご
み
は
焼
却
せ
ず
、
2
に
示
す

よ
う
に
郊
外
に
ご
み
の
小
山
を
作
り
、
表
層
を

覆
土
し
て
植
生
し
公
園
な
ど
と
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
を
ラ
ン
ド
フ
ィ
ル
（
L
a
n
d
f
i
l
l
）

と
言
い
ま
す
。
住
宅
地
盤
と
し
て
は
危
険
な『
昭

和
の
貝
塚
』
の
不
同
沈
下
例
を
紹
介
し
ま
す
。

　　

関
東
平
野
の
中
で
も
栃
木
県
、
群
馬
県
、
埼

玉
県
北
部
な
ど
の
北
関
東
は
広
大
な
洪
積
台
地

で
、
そ
の
広
さ
は
日
本
一
で
す
。
表
層
は
関
東

ロ
ー
ム
と
呼
ば
れ
る
火
山
灰
質
粘
性
土
で
覆
わ

れ
、
野
菜
畑
と
し
て
肥
沃
な
土
地
に
な
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
住
宅
地
盤
と
し
て
も
良
質
で
、
ロ

ー
ム
層
の
下
に
堆
積
す
る
凝
灰
質
粘
土
も
、
N
値

は
小
さ
い
も
の
の
『
過
圧
密
粘
土
』
で
す
か
ら
、

４
階
建
て
の
マ
ン
シ
ョ
ン
程
度
な
ら
杭
な
し
で

も
建
て
ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
良
質
地
盤
で
不
自
然
な
不
同
沈

下
事
故
が
起
こ
り
ま
し
た
。
住
宅
は
自
宅
の
庭

側
へ
向
か
っ
て
約
50
㎜
不
同
沈
下
し
ま
し
た
。

庭
の
中
央
部
に
は
3
の
◯
印
に
示
す
よ
う
に
不

自
然
な
窪
地
が
で
き
て
い
て
、
花
壇
と
の
境
界

ブ
ロ
ッ
ク
も
沈
下
し
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
沈
下
し
た
箇
所
か
ら
3
の
よ
う
に
打
撃

式
の
ハ
ン
ド
オ
ー
ガ
ー
を
使
っ
て
土
を
採
取
（
サ

ン
プ
リ
ン
グ
）
し
ま
し
た
。
4
に
示
す
よ
う
に

地
下
１
ｍ
付
近
か
ら
は
ビ
ニ
ー
ル
ひ
も
や
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
な
ど
生
活
ご
み
が
オ
ー
ガ
ー
に
か
ら

み
つ
い
て
上
が
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
サ
ン
プ

リ
ン
グ
に
よ
っ
て
不
同
沈
下
の
主
原
因
は
地
下

の
ご
み
地
盤
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま

し
た
。
し
か
し
、
な
ぜ
こ
こ
に
ご
み
が
投
棄
さ

れ
た
か
は
明
ら
か
に
は
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

場
所
は
大
分
県
内
の
地
方
都
市
で
す
。
5
の

航
空
写
真
に
示
す
よ
う
に
、
周
囲
を
田
園
に
囲

ま
れ
た
内
陸
部
の
丘
陵
地
帯
に
あ
り
、
敷
地
は

杭
な
ど
を
必
要
と
し
な
い
良
質
地
盤
で
す
。
し

か
し
、
住
宅
建
設
後
５
年
経
っ
て
住
宅
は
約
40

㎜
不
同
沈
下
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
不
同
沈
下
量

が
最
も
大
き
い
場
所
は
、
6
に
示
す
よ
う
に
周

囲
の
地
盤
が
約
15
㎝
沈
下
し
、
◯
印
で
示
す
よ

う
に
建
物
基
礎
と
の
間
に
空
洞
が
見
え
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

　

な
ぜ
空
洞
や
不
同
沈
下
が
生
じ
た
の
か
。
そ

の
原
因
が
解
明
さ
れ
な
い
ま
ま
ア
ン
ダ
ー
ピ
ン

工
法
で
補
修
工
事
の
た
め
の
ト
ン
ネ
ル
を
建
物

地
下
に
掘
っ
た
と
き
、
沈
下
原
因
な
ど
が
明
ら

現代の貝塚は隠れた
軟弱地盤！

縄文時代の『貝塚』は台地にあり良質地盤！　　

『
貝
塚
』は
良
質
地
盤
の
指
標
！

欧米ではごみは焼却せず、郊外にごみの小山を作り緑
化する。（画像提供：島岡隆行〈九州大学〉）

22 ドイツのランドフィル（Landfill）

住宅は周囲を
水田に囲まれ
た台地の中に
あるので、地
盤は良質。

地盤面は10cm以上沈下し、
基礎の下には空洞が見える
ようになった。 

25 台地の中の住宅地　　　

6 周辺地盤の沈下と空洞　　

今から100年以上前、アメリカ人モースによって発見
されたわが国最初の貝塚。

21 東京・品川区「大森貝塚」　　

不自然に沈下した庭　　3

足元付近は周囲よりも10cmくらい沈下して地面は湾曲している。

地中から出てきた
生活ごみ　　

4

ビニール袋やひもが掘削
オーガーにからんで出て
きた。

『貝塚』は縄文人のごみ捨て場。現代の貝塚は東京湾
の下にもあり未来人によって『昭和の貝塚』となる。

東京湾・夢の島に潜る………『昭和の貝塚』発見

宅
地
の
一
部
が
ご
み
地
盤

北
関
東 

群
馬
県
の
例

大
分
県
の
例
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場
所
は
静
岡
県
の
東
部
、
駿
河
湾
に
面
す
る
沿

岸
部
で
す
。
本
誌
20
号
で
も
紹
介
し
ま
し
た
よ
う

に
静
岡
県
に
は
天
竜
川
、
大
井
川
、
安
倍
川
、
お

よ
び
富
士
川
な
ど
の
大
河
川
が
太
平
洋
へ
注
い
で

い
ま
す
。
こ
れ
ら
河
川
の
上
流
か
ら
運
ば
れ
た
土

砂
は
、
黒
潮
に
乗
っ
て
沿
岸
部
に
砂
州
を
作
り
ま

す
。
砂
州
は
そ
の
後
松
林
に
な
り
ま
す
。
世
界
遺

産
に
な
っ
た
静
岡
市
の
『
三
保
の
松
原
』
を
は
じ

め
、
沼
津
市
の
『
千
本
松
原
』
な
ど
は
有
名
で
す
。

本
分
譲
地
も
9
に
示
す
よ
う
に
松
林
の
中
に
造
成

さ
れ
ま
し
た
か
ら
、
地
盤
は
良
質
な
砂
地
盤
の
は

ず
で
し
た
。

　　

こ
の
砂
地
盤
に
建
つ
本
件
住
宅
が
な
ぜ
か

約
50
㎜
不
同
沈
下
し
ま
し
た
。
住
宅
の
隣
は
空

地
で
、
境
界
の
ブ
ロ
ッ
ク
塀
は
10
に
示
す
よ
う

に
大
き
く
曲
が
っ
て
沈
下
し
て
い
ま
し
た
。
こ

こ
に
は
以
前
住
宅
が
建
っ
て
い
た
が
、
地
盤
沈

下
が
激
し
い
の
で
取
り
壊
さ
れ
、
空
地
に
な
っ

た
の
で
は
と
推
測
さ
れ
ま
す
。
周
辺
を
歩
い
て

み
る
と
、
11
に
示
す
よ
う
に
道
路
沿
い
の
石
垣

が
不
自
然
に
沈
下
し
て
い
ま
し
た
。
こ
こ
は
い

っ
た
い
ど
の
よ
う
な
地
盤
な
の
で
し
ょ
う
か
。

　

不
同
沈
下
し
た
住
宅
の
地
盤
を
標
準
貫
入
試

か
に
な
り
ま
し
た
。
住
宅
地
下
に
掘
っ
た
ト
ン

ネ
ル
の
内
部
か
ら
7
に
示
す
よ
う
な
多
量
の
ご

み
が
発
見
さ
れ
た
の
で
す
。

　

ご
み
は
家
庭
内
廃
棄
物
で
電
気
ポ
ッ
ト
の
ほ

か
に
洗
濯
機
、
自
転
車
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
和
風
住
宅
で
使
用
さ
れ
る
和
瓦
も
大
量

に
あ
り
ま
し
た
。

　

ト
ン
ネ
ル
に
入
っ
て
み
る
と
、
不
同
沈
下
が

大
き
い
場
所
で
は
8
に
示
す
よ
う
に
基
礎
底
板

と
捨
て
コ
ン
が
剥
離
し
、
地
盤
と
の
間
に
は
す

で
に
10
㎝
の
隙
間
が
生
じ
て
い
ま
し
た
。
こ
の

隙
間
が
不
同
沈
下
を
誘
発
し
て
い
ま
し
た
。

　

本
住
宅
の
地
下
に
な
ぜ
大
量
の
ご
み
が
あ
っ

験
（
以
下
Ｓ
Ｐ
Ｔ
試
験
）
と
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
式

サ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
試
験
（
以
下
Ｓ
Ｗ
Ｓ
試
験
）

で
地
盤
調
査
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
を
12
に
示

し
ま
す
。
12
に
示
す
よ
う
に
表
層
か
ら
地
下
約

7
ｍ
ま
で
埋
土
で
、
砂
州
を
構
成
し
た
自
然
地

盤
の
砂
や
砂
れ
き
は
７
ｍ
以
上
深
く
に
あ
り
ま

し
た
。
地
下
約
３
m
付
近
で
採
取
し
た
サ
ン
プ

ル
は
13
に
示
す
よ
う
に
オ
ガ
ク
ズ
と
も
思
え
る

木
く
ず
類
で
し
た
。
い
っ
た
い
、
な
ぜ
こ
の
よ

う
な
産
業
廃
棄
物
が
地
下
に
埋
ま
っ
て
い
た
の

で
し
ょ
う
か
。

　

昔
か
ら
近
隣
に
住
む
人
の
話
に
よ
れ
ば
、
以

下
の
よ
う
な
も
の
で
し
た
。「
戦
前
こ
の
あ
た
り

は
砂
山
で
、
地
名
も
砂
山
だ
っ
た
。
戦
後
、
砂

利
採
取
業
者
が
コ
ン
ク
リ
ー
ト
用
骨
材
と
し
て

こ
の
砂
を
採
取
し
た
。
採
取
し
た
後
は
残
土
や

廃
棄
物
で
埋
め
戻
し
た
。
埋
立
地
で
あ
る
か
ら

長
い
間
住
宅
の
建
設
は
禁
止
さ
れ
て
い
た
。
近

年
解
除
さ
れ
、
住
宅
が
建
つ
よ
う
に
な
っ
た
」。

　

恐
ら
く
、
砂
利
採
取
業
者
は
地
下
約
７
ｍ
ま

で
掘
っ
て
大
量
の
砂
を
採
取
し
、
そ
の
後
、
こ

の
近
く
に
は
多
数
の
製
紙
会
社
が
あ
る
の
で
、

こ
こ
か
ら
出
た
木
材
片
な
ど
を
廃
棄
し
て
埋
め

戻
し
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

た
の
か
。
本
住
宅
の
敷
地
は
広
大
で
、
住
宅
の

隣
に
は
古
い
住
宅
の
存
在
を
予
想
さ
せ
る
コ
ン

ク
リ
ー
ト
の
基
礎
床
が
残
っ
て
い
ま
し
た
。
こ

れ
か
ら
想
定
で
き
る
の
は
、
本
住
宅
建
設
前
、

隣
地
に
は
大
き
い
和
風
の
住
宅
が
あ
っ
た
。
こ

の
住
宅
を
解
体
し
た
と
き
に
出
た
和
瓦
や
、
自

転
車
、
電
器
製
品
な
ど
の
不
燃
物
を
解
体
業
者

が
隣
の
空
地
に
大
き
い
穴
を
掘
っ
て
埋
め
、
覆

土
で
覆
っ
た
。
そ
の
後
、
本
住
宅
は
ご
み
が
投

棄
さ
れ
た
隣
の
空
地
に
ご
み
の
存
在
を
認
識
し

な
い
ま
ま
、
別
の
住
宅
会
社
に
よ
っ
て
建
設
さ

れ
た
、
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

　

ネ
ッ
ト
な
ど
で
ま
ず
旧
版
地
形
図
を
見
ま
す
。

昔
は
ど
の
よ
う
な
土
地
だ
っ
た
の
か
。
山
林
だ

っ
た
の
か
、
あ
る
い
は
畑
や
水
田
だ
っ
た
の
か
。

次
に
ご
み
地
盤
の
恐
れ
が
あ
れ
ば
ご
み
の
有
無

を
調
べ
ま
す
。
地
盤
調
査
の
方
法
は
地
中
か
ら

１
ｍ
ご
と
に
土
を
採
取
す
る
Ｓ
Ｐ
Ｔ
試
験
が
お

す
す
め
で
す
。
戸
建
住
宅
で
通
常
実
施
さ
れ
る

Ｓ
Ｗ
Ｓ
試
験
で
は
ご
み
の
存
在
を
発
見
す
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

あ
ら
か
じ
め
ご
み
が
埋
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
分

か
っ
て
い
る
地
盤
に
住
宅
を
建
て
る
必
要
が
あ
る

と
き
は
、
不
同
沈
下
に
備
え
て
地
盤
の
表
層
改
良

や
支
持
層
が
浅
い
場
合
は
杭
基
礎
で
対
処
で
き
ま

す
。
し
か
し
、
ご
み
が
あ
る
こ
と
を
よ
く
調
べ
ず

に
家
を
建
て
た
と
き
は
、
腐
植
土
地
盤
と
同
じ
よ

う
に
、
不
同
沈
下
の
可
能
性
が
大
き
い
こ
と
を
覚

悟
し
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

イ
ラ
ス
ト
に
示
す
よ
う
に
、
ご
み
地
盤
を
通

常
の
Ｓ
Ｗ
Ｓ
試
験
で
見
つ
け
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。
ご
み
地
盤
で
あ
っ
て
も
基
礎
を
改
良
す

れ
ば
不
同
沈
下
は
あ
る
程
度
避
け
ら
れ
ま
す
。

し
か
し
最
も
大
事
な
こ
と
は
、
地
震
時
に
液
状

化
す
る
恐
れ
の
あ
る
地
盤
と
同
じ
よ
う
に
、
こ

の
よ
う
な
危
な
い
地
盤
は
避
け
る
こ
と
で
す
。

お
わ
り
に

地
盤
改
良
を
行
う

大
量
の
家
庭
ご
み
の
謎

ごみ地盤はポチが見つける！

イラスト：Mietang従来の安価なSWS試験でごみ地盤は見つけられない。

8

基礎下の空洞
基礎下の捨てコンは
剥がれ、地盤との間
に10cm以上の空洞
を生じていた。

不
自
然
な
地
盤
沈
下

こ
こ
は
ご
み
の
埋
立
地
だ
っ
た
！

ご
み
地
盤
の

可
能
性
が
あ
れ
ば
…
！

詳
細
な
地
盤
調
査
を
行
う

大河川によって運ばれた土砂で沿岸部に海岸砂州が発達する。砂州
は松林になる。

29 海岸砂州の松林

電器製品、魔法瓶、自転車などの家庭廃棄物が埋められていた。 

27 地中にあったごみ

敷地は沈下し、 隣地との境界のブロック塀は大きくたわんでいる。

210 沈下した分譲地

左側の盛土によって石垣は不自然に沈下している。

211 石垣の沈下

原地盤を地下７ｍ
位まで掘削して、
木くずで埋め戻し
て い る。SWS 試
験では判断できな
い。

212

地盤調査結果

地下３ｍ付近で採
取されたオガクズ
のような木くず片。

213
埋土の材料…
木くず

広
大
な
ご
み
地
盤
上
の

分
譲
地
！

静
岡
県
の
例

木くずを
混入した埋土
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崩
壊
土
量
は
推
定
約
５
０
０
万
㎥
で
す
。

　

3
、
4
に
示
す
よ
う
に
、
地
す
べ
り
土
砂
の
多

く
は
、
東
南
方
向
の
台
地
に
位
置
す
る
湯
谷
団
地

長崎大学　名誉教授　工学博士

後藤 惠之輔（ごとう・けいのすけ）

九州大学大学院修了後、
同大助教授を経て、長
崎大学教授として幅広
い教育・研究・行政市民
活動に従事。防災、地
盤工学に加えて環境問
題、バリアフリー対策な
ど住環境にも精通。地
盤工学会功労章を受章。

『暮らしと自然災害』（電
気書院、2009年）、『暮
らしと地球環境学』（同、
08年）など著書多数。

　　

今
回
は
、
全
国
で
頻
発
し
て
い
る
土
砂
災
害
を

取
り
上
げ
ま
し
ょ
う
。

　

自
然
災
害
の
発
生
原
因
に
は
素
因
と
誘
因
が
あ

り
、
こ
れ
ら
が
相
ま
っ
て
災
害
が
発
生
す
る
こ
と

は
、
土
砂
災
害
で
も
同
じ
で
す
。

　

私
た
ち
に
は
、
大
雨
と
い
う
誘
因
に
は
な
す
術

が
あ
り
ま
せ
ん
が
、
素
因
と
な
る
土
地
の
在
り
方

に
は
、
家
造
り
の
時
点
か
ら
避
け
る
べ
き
土
地
は

避
け
る
と
い
う
姿
勢
で
臨
ま
な
く
て
は
な
り
ま
せ

ん
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
こ
れ
ま
で
の
土
砂
災
害
が
ど

の
よ
う
に
起
き
た
の
か
、
そ
の
実
態
を
知
り
、
自

治
体
に
よ
る
土
砂
災
害
警
戒
区
域
な
ど
の
指
定
を

確
認
し
、
避
け
る
べ
き
土
地
を
学
ぶ
こ
と
が
肝
要

で
す
。

 

「
知
る
と
知
ら
ぬ
は
大
違
い
」
で
あ
る
こ
と
を
、

肝
に
銘
じ
て
く
だ
さ
い
。

　

２
０
１
７
年
７
月
５
日
を
中
心
に
九
州
北
部
で

記
録
的
な
豪
雨
が
あ
り
、
福
岡
・
大
分
両
県
で
大

き
な
被
害
が
出
ま
し
た
。
死
者
37
人
、
行
方
不

明
者
４
人
で
（
９
月
７
日
現
在
）、
住
宅
被
害
は

２
９
５
４
棟
に
上
り
ま
す
。

　

今
回
の
豪
雨
で
は
、山
地
の
随
所
で
ま
さ
土（
風

化
花
崗
岩
）
の
表
層
崩
壊
に
よ
る
大
量
の
土
砂
、

ま
た
倒
木
に
よ
る
流
木
も
多
く
発
生
、
河
川
の
水

量
が
急
に
増
え
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
各
所
で
河
川

が
氾
濫
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
土
砂
・
流
木
・
氾
濫

水
に
、
と
こ
ろ
に
よ
っ
て
溜
池
の
決
壊
水
も
加
わ

り
、
山
麓
や
川
べ
り
な
ど
に
あ
る
住
宅
を
襲
っ
た

の
で
す
。

　

洪
水
氾
濫
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
土
砂
災
害
の

怖
さ
を
改
め
て
知
ら
さ
れ
ま
し
た
。

　

土
砂
災
害
防
止
法
と
い
う
法
律
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
第
一
章
・
第
二
条
に
「
土
砂
災
害
」
が
定
義

さ
れ
て
い
ま
す
。す
な
わ
ち
、土
砂
災
害
と
は
、「
急

傾
斜
地
崩
壊
」「
地
す
べ
り
」
ま
た
は
「
土
石
流
」

を
発
生
原
因
と
し
て
、
人
々
の
生
命
ま
た
は
身
体

に
生
ず
る
被
害
を
い
い
ま
す
。

　

急
傾
斜
地
崩
壊
（
一
般
に
山
・
が
け
崩
れ
）
と

は
、
斜
面
が
突
然
崩
落
す
る
現
象
を
い
い
、
梅
雨

や
集
中
豪
雨
で
地
中
に
浸
透
し
た
雨
水
や
地
下
水

が
土
の
抵
抗
力
を
弱
め
る
た
め
に
起
こ
り
ま
す
。

地
震
や
融
雪
水
な
ど
が
原
因
で
起
こ
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
急
傾
斜
地
崩
壊
危
険
箇
所
は
全
国
で
約

33
万
２
０
０
箇
所
に
も
及
び
ま
す
。

　

急
傾
斜
地
崩
壊
と
地
す
べ
り
と
は
、
ど
う
違
う

の
で
し
ょ
う
か
。
急
傾
斜
地
崩
壊
が
急
斜
面
で
突

発
的
に
起
こ
る
の
に
対
し
て
、
地
す
べ
り
は
緩

斜
面
に
発
生
し
、
継
続
性
、
再
発
性
を
有
し
ま

す
。
両
者
の
斜
面
の
傾
斜
度
は
20
～
30
度
を
境
と

し
て
お
り
、
土
砂
災
害
防
止
法
で
は
、
30
度
以
上

の
急
斜
面
で
急
傾
斜
地
崩
壊
が
起
き
る
と
さ
れ
て

い
ま
す
。
全
国
の
地
す
べ
り
危
険
箇
所
数
は
約

１
万
１
３
０
０
箇
所
で
す
。

　

土
石
流
は
、
急
傾
斜
地
崩
壊
や
地
す
べ
り
と
は

明
確
に
区
分
さ
れ
て
い
ま
す
。
急
傾
斜
地
崩
壊
と

の
相
違
は
流
下
距
離
に
よ
っ
て
判
別
さ
れ
、
急
傾

斜
地
崩
壊
が
が
け
の
高
さ
の
２
倍
程
度
ま
で
で
移

動
が
停
止
す
る
の
に
対
し
て
、
土
石
流
の
移
動

距
離
は
１
０
０
ｍ
～
数
㎞
と
非
常
に
長
い
。
ま

た
、
地
す
べ
り
と
の
相
違
は
移
動
速
度
に
よ
っ
て

判
別
さ
れ
ま
す
。
す
な
わ
ち
、
地
す
べ
り
の
移

動
速
度
が
一
日
に
数
㎝
程
度
で
あ
る
の
に
対
し

て
、
土
石
流
の
速
度
は
時
速
20
～
40
㎞
と
非
常

に
速
い
の
で
す
。
土
石
流
危
険
渓
流
は
全
国
に
約

18
万
３
９
０
０
箇
所
を
数
え
ま
す
。

【
長
崎
大
水
害
】

　

１
９
８
２
年
７
月
23
日
夕
刻
か
ら
、「
タ
ラ
イ

を
ひ
っ
く
り
返
し
た
」
よ
う
な
大
雨
が
長
崎
市
周

辺
に
降
り
注
ぎ
ま
し
た
。
夜
８
時
ま
で
の
１
時
間

で
１
８
７
㎜
に
達
し
、最
大
日
降
水
量
４
７
７
㎜
、

総
降
水
量
５
５
０
・
５
㎜
を
記
録
。
こ
の
大
雨
は

長
崎
の
斜
面
地
を
一
気
に
流
れ
下
り
、
随
所
で
が

け
崩
れ
、
山
崩
れ
を
起
こ
し
土
石
流
も
発
生
し

て
、
多
く
の
住
宅
が
襲
わ
れ
ま
し
た
（
1
）。
死

者
・
行
方
不
明
者
２
９
９
人
、
重
軽
傷
者
８
０
５

人
で
、
家
屋
の
全
壊
５
８
４
棟
、
半
壊
・
一
部
損

壊
２
０
６
５
棟
に
達
し
、
が
け
崩
れ
４
３
０
６
箇

所
、
土
石
流
15
箇
所
に
及
び
ま
し
た
。

　

長
崎
大
水
害
の
特
徴
と
し
て
、
が
け
崩
れ
、
山

崩
れ
、
土
石
流
の
土
砂
災
害
に
よ
る
被
害
が
甚
大

で
あ
っ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
特
に
人
的
被

害
が
大
き
く
、
死
者
・
行
方
不
明
者
２
９
９
人
中
、

74
％
の
２
２
０
人
が
土
砂
災
害
に
よ
る
犠
牲
者
で

あ
り
（
2
）、
土
砂
災
害
の
恐
ろ
し
さ
を
見
せ
つ

け
ま
し
た
。

【
長
野
市
地
附
山
地
す
べ
り
】　　
　
　

　

地
附
山
は
、
長
野
市
街
の
北
西
側
に
接
し
、
盆

地
と
の
比
高
約
３
０
０
ｍ
で
、
善
光
寺
の
裏
山
に

わが国は災害列島です。一年をとおして異常気象が多発し、毎年
どこかが自然災害に見舞われています。
河川氾濫や都市内水害もさることながら、土砂災害に遭わない家
造りのため、避けるべき土地とはどんな所か学びましょう。

あ
た
り
ま
す
。
85
年
７
月
26
日
午
後
５
時
ご
ろ
、

大
規
模
な
地
す
べ
り
が
発
生
し
ま
し
た
。
そ
の
規

模
は
長
さ
約
７
０
０
ｍ
、幅
約
５
０
０
ｍ
に
及
び
、

「
平
成
29
年
九
州
北
部
豪
雨
災
害
」

土
砂
災
害
の
種
類
と
内
容

土
砂
災
害
の
実
態

土砂災害の実態を知り
避けるべき土地を学ぶ

は
じ
め
に

1 山麓の集落、団地を襲った山崩れ
（写真提供：朝日新聞社）

34 地すべり前の地附山付近
（1983年11月1日、写真提供：旧長野県土木部）

地すべり後の地附山付近
（1985年7月27日）

2
懸命の救出作業
が続けられる、
がけ崩れによる
住宅倒壊現場



JIORAMA Vol.25 18JIORAMA Vol.2519

こ
の
指
定
区
域
も
土
地
選
び
の
基
準
と
な
る
も
の

で
す
。

 

「
土
砂
災
害
警
戒
区
域
」
は
、
が
け
崩
れ
な
ど
が

発
生
し
た
場
合
に
、
住
民
な
ど
の
生
命
ま
た
は
身

体
に
危
害
が
生
じ
る
恐
れ
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る

区
域
で
あ
り
、
危
険
の
周
知
、
警
戒
避
難
体
制
の

整
備
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

さ
ら
に
、「
土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域
」
は
、

が
け
崩
れ
な
ど
が
発
生
し
た
場
合
に
、
建
物
に
損

壊
が
生
じ
、
住
民
な
ど
の
生
命
ま
た
は
身
体
に
著

し
い
危
害
が
生
じ
る
恐
れ
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る

区
域
で
す
。
宅
地
分
譲
や
、
老
人
ホ
ー
ム
・
病
院

な
ど
の
災
害
弱
者
関
連
施
設
を
建
築
す
る
場
合

の
、
開
発
行
為
に
対
す
る
許
可
制
や
、
建
物
の
構

造
規
制
、
移
転
等
の
勧
告
が
図
ら
れ
ま
す
。

　

こ
れ
ら
指
定
区
域
は
、
各
自
治
体
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
な
ど
に
記
載
さ
れ
て
い
る
の
で
、
そ
れ
ら
を

参
照
す
れ
ば
よ
い
で
し
ょ
う
。

　

た
だ
し
、
こ
れ
ら
の
指
定
は
地
形
の
み
か
ら
行

わ
れ
て
い
る
の
で
、
特
に
大
雨
な
ど
誘
因
の
面
か

ら
、
指
定
外
の
箇
所
で
あ
っ
て
も
土
砂
災
害
が
起

き
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

　

こ
こ
ま
で
土
砂
災
害
の
実
態
や
土
砂
災
害
警
戒

区
域
等
の
指
定
に
つ
い
て
述
べ
て
き
た
こ
と
で
、

家
造
り
で
避
け
る
べ
き
土
地
の
概
要
が
分
か
っ
た

と
思
い
ま
す
。
改
め
て
、
土
砂
災
害
の
種
別
ご
と

に
避
け
る
べ
き
土
地
を
学
び
ま
し
ょ
う
。

【
山
崩
れ
】

　

自
然
斜
面
に
は
遷
せ
ん
き
ゅ
う急

線せ
ん

（
山
腹
の
傾
斜
の
変
わ

り
目
）
が
あ
る
こ
と
が
多
く
、
山
崩
れ
は
こ
の
下

で
発
生
し
や
す
く
な
っ
て
い
ま
す
。し
た
が
っ
て
、

斜
面
下
か
ら
離
れ
た
土
地
を
選
ぶ
べ
き
で
す
。
そ

の
目
安
と
し
て
は
遷
急
線
の
高
さ
と
同
等
の
距
離

へ
と
流
出
、
ま
た
一
部
は
ほ
ぼ
南
側
方
向
に
あ
る

老
人
ホ
ー
ム
「
松
寿
荘
」
と
望
岳
台
団
地
へ
流
出

し
ま
し
た
。そ
の
結
果
、人
的
被
害
が
死
者
26
人（
松

寿
荘
の
高
齢
者
）、
重
軽
傷
者
４
人
、
家
屋
被
害
が

全
壊
50
棟
を
含
む
64
棟
と
な
り
ま
し
た
（
5
）。

　

地
す
べ
り
は
山
間
地
で
の
み
起
き
る
と
思
い
が

ち
で
す
が
、
長
野
市
以
外
で
も
福
岡
市
の
公
園
参

道
脇
や
、
佐
世
保
市
の
新
築
入
居
後
ま
も
な
い
造

成
宅
地
（
6
）
で
そ
れ
ぞ
れ
起
こ
っ
て
お
り
、
都

市
内
で
も
要
注
意
で
す
。

【
広
島
市
土
砂
災
害
】　

　

広
島
地
域
で
は
往
古
よ
り
、
土
砂
災
害
が
多
く

発
生
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
中
、
２
０
１
４

年
８
月
20
日
未
明
に
、
広
島
市
北
部
の
安
佐
北
区

や
安
佐
南
区
の
住
宅
街
を
中
心
に
、
大
規
模
な
土

砂
災
害
が
発
生
し
ま
し
た
（
7
、
8
）。
被
害
は
、

阿
佐
南
区
八
木
地
区
52
人
を
含
む
死
者
77
人
、
重

軽
傷
者
44
人
、
家
屋
全
壊
１
３
３
戸
、
同
半
壊

１
２
２
戸
、
床
上
・
床
下
浸
水
４
１
２
９
戸
に
及

び
ま
し
た
。

　

こ
こ
も
「
平
成
29
年
九
州
北
部
豪
雨
災
害
」
と

同
様
に
、
ま
さ
土
が
広
く
分
布
す
る
地
域
で
、
土

石
流
災
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
よ
う
な
土
石
流
が
発
生
し
た
背
景
と
し

て
、
高
度
成
長
期
の
人
口
増
加
に
伴
う
山
裾
の
宅

地
開
発
、
土
砂
災
害
警
戒
区
域
・
特
別
警
戒
区
域

（
後
述
）
の
未
指
定
、
お
よ
び
砂
防
ダ
ム
の
未
設

置
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

土
砂
災
害
防
止
法
で
は
、
地
方
自
治
体
は
「
土

砂
災
害
警
戒
区
域
」と「
土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域
」

を
指
定
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
土
砂
災
害

警
戒
区
域
等
に
指
定
さ
れ
る
と
、
一
定
の
開
発
行

為
の
制
限
や
建
築
物
の
構
造
規
制
な
ど
が
生
じ
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
家
造
り
に
は
、

以
上
と
考
え
て
よ
い
で
し
ょ
う
。

　

山
地
や
丘
陵
地
を
造
成
し
た
と
こ
ろ
で
は
、
造

成
地
自
体
よ
り
、
む
し
ろ
周
り
の
自
然
斜
面
な
ど

か
ら
の
山
崩
れ
の
方
が
被
害
を
及
ぼ
し
や
す
く

（
1
）、
左
記
と
同
様
に
造
成
は
斜
面
か
ら
離
し
て

行
う
べ
き
で
す
。

【
が
け
崩
れ
】

　

が
け
崩
れ
の
被
害
に
遭
わ
な
い
土
地
は
次
の
と

お
り
で
す
。

●
勾
配
30
度
以
上
、
高
さ
５
ｍ
以
上
の
が
け
地
が

あ
れ
ば
、
そ
の
下
で
は
が
け
面
の
下
端
か
ら
、
が

け
の
高
さ
の
２
～
３
倍
以
上
離
れ
た
所
。

●
こ
の
よ
う
な
が
け
の
上
で
は
、
少
な
く
と
も
が

け
の
上
端
部
か
ら
が
け
の
高
さ
の
０
・
５
～
１
・
０

倍
以
上
離
れ
て
い
る
所
。

　

が
け
崩
れ
防
止
の
鉄
則
は
、「
が
け
面
に
水
を

入
れ
る
な
、
入
っ
た
水
は
す
ぐ
に
抜
け
」
で
す
。

こ
の
鉄
則
か
ら
、
が
け
上
・
が
け
面
・
が
け
下
で

は
次
の
対
策
が
必
要
で
す
。

●
が
け
上
の
天
端
で
は
、
地
表
水
が
が
け
面
と
反

対
方
向
に
流
れ
る
よ
う
に
逆
勾
配
と
し
、
が
け
内

へ
の
浸
透
防
止
の
た
め
モ
ル
タ
ル
な
ど
を
塗
っ
て

保
護
す
る
。

●
が
け
面
は
張
芝
や
モ
ル
タ
ル
吹
付
け
で
、
雨
水

浸
入
を
防
止
す
る
。

●
が
け
下
を
石
垣
や
擁よ

う

壁へ
き

で
押
さ
え
る
と
と
も

に
、
そ
れ
ら
背
後
の
排
水
を
よ
く
し
、
が
け
下
の

雨
水
排
除
に
留
意
す
る
。

【
地
す
べ
り
】

　

地
す
べ
り
被
害
の
9
割
以
上
は
、
過
去
の
地
す

べ
り
の
再
発
で
す
。
し
た
が
っ
て
地
す
べ
り
危
険

地
を
避
け
る
に
は
、
そ
こ
が
地
す
べ
り
地
形
か
否

か
の
見
極
め
を
行
え
ば
よ
い
の
で
す
。

　

過
去
に
地
す
べ
り
を
起
こ
し
た
と
こ
ろ
は
崩
積

土
か
ら
成
っ
て
い
る
の
で
、
山
腹
が
滑
ら
か
で
な

く
、
小
さ
な
凹
凸
の
多
い
乱
れ
た
地
形
を
し
て
い

ま
す
。
植
生
も
均
質
で
な
く
、
針
葉
樹
・
広
葉
樹

が
入
り
混
じ
っ
た
り
、
樹
高
が
ば
ら
ば
ら
に
な
っ

て
い
る
こ
と
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
地
す
べ
り

全
体
の
輪
郭
は
馬
蹄
形
や
舌
状
を
し
て
い
て
、
分

か
り
や
す
い
地
形
で
す
。

【
土
石
流
】

　

土
石
流
に
は
、
①
大
雨
時
に
渓
流
堆
積
物
が
雨

水
と
と
も
に
流
下
す
る
ケ
ー
ス
、
②
渓
岸
で
山
崩

れ
や
地
す
べ
り
が
起
こ
り
、
そ
の
崩
土
が
渓
流
を

流
下
す
る
ケ
ー
ス
、
③
こ
れ
ら
の
崩
土
が
渓
流
を

せ
き
止
め
て
一
時
的
に
ダ
ム
を
作
り
、
そ
れ
が
破

れ
て
流
下
す
る
ケ
ー
ス
、
④
渓
流
中
の
異
常
な
洪

水
流
が
渓
床
や
渓
岸
を
浸
食
し
て
多
量
の
土
砂
を

含
み
、
こ
れ
が
浸
食
を
続
け
な
が
ら
流
下
す
る
ケ

ー
ス
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

沢
（
渓
流
）
の
出
口
は
、
扇
状
地
や
扇
状
地
状

の
堆
積
地
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
多
く
、
土
石
流

は
再
発
性
が
あ
る
の
で
、
こ
れ
ら
の
土
地
は
避
け

た
ほ
う
が
よ
い
で
し
ょ
う
。

　

家
造
り
を
望
む
土
地
に
つ
い
て
、
そ
の
場
所
お

よ
び
周
辺
で
過
去
ど
の
よ
う
な
災
害
が
あ
っ
た
の

か
、
災
害
履
歴
を
知
る
こ
と
も
大
切
で
す
。

　

そ
れ
に
は
地
元
の
人
に
聞
く
の
が
い
ち
ば
ん
で

す
。
既
述
し
た
佐
世
保
市
内
で
の
地
す
べ
り
（
6
）

も
、
地
元
の
人
た
ち
は
そ
こ
が
地
す
べ
り
崩
積
土

の
末
端
部
で
危
険
で
あ
る
こ
と
を
熟
知
し
て
い
ま

し
た
。

　

土
地
の
歴
史
に
詳
し
い
郷
土
史
家
に
問
う
の
も

よ
い
で
し
ょ
う
。
あ
る
い
は
自
治
体
役
所
や
図
書

館
な
ど
で
資
料
調
査
を
行
う
こ
と
も
一
法
で
す
。

　

大
き
な
災
害
素
因
の
一
つ
で
あ
る
地
形
情
報
を

得
る
に
は
、
地
形
図
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
地
形
図

か
ら
読
み
取
れ
る
、
避
け
る
べ
き
土
地
の
例
を
い

く
つ
か
見
て
み
ま
し
ょ
う
。

【
等
高
線
の
乱
れ
は
崩
壊
跡
地
】

　

等
高
線
の
間
隔
が
ほ
ぼ
一
定
の
斜
面
は
、
地
表

の
安
定
性
に
対
し
て
ま
ず
問
題
な
い
と
考
え
て
よ

い
の
で
す
が
、
特
に
広
か
っ
た
り
狭
か
っ
た
り
す

る
箇
所
は
、
過
去
に
何
ら
か
の
変
状
を
起
こ
し
た

と
こ
ろ
と
し
て
注
意
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

【
馬
蹄
形
地
形
は
地
す
べ
り
跡
】

　

尾
根
状
の
地
形
に
挟
ま
れ
た
窪
み
の
い
わ
ゆ
る

馬
蹄
形
地
形
や
舌
状
地
形
は
、
以
前
の
地
す
べ
り

跡
と
考
え
て
よ
い
で
し
ょ
う
。

【
小
さ
な
沢
も
見
逃
す
な
】

　

筆
者
は
ど
の
よ
う
な
小
さ
な
沢
（
渓
流
）
も
土

石
流
を
起
こ
す
と
考
え
て
い
ま
す
。し
た
が
っ
て
、

地
形
図
で
少
し
で
も
沢
状
と
読
み
取
れ
る
箇
所
が

望
む
土
地
の
上
方
に
あ
れ
ば
、
そ
の
よ
う
な
土
地

は
避
け
る
べ
き
で
す
。

　

家
造
り
の
た
め
土
砂
災
害
の
危
険
性
を
知
る
に

は
、
日
ご
ろ
か
ら
の
観
察
眼
も
大
事
で
す
。
近
く

に
9
に
示
す
よ
う
な
根
元
曲
が
り
の
木
々
は
あ
り

ま
せ
ん
か
。
こ
れ
は
地
す
べ
り
が
あ
っ
た
こ
と
を

示
し
て
い
ま
す
。
斜
面
に
竹
や
ぶ
が
あ
っ
た
り
、

サ
ワ
ガ
ニ
、
ヘ
ビ
、
カ
エ
ル
を
見
か
け
た
り
し
ま

せ
ん
か
。竹
や
ぶ
は
地
下
水
が
浅
い
こ
と
を
示
し
、

サ
ワ
ガ
ニ
な
ど
の
存
在
は
そ
こ
が
湿
地
帯
で
あ
る

こ
と
を
意
味
し
ま
す
。
当
然
、
こ
の
よ
う
な
土
地

は
避
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

家
造
り
予
定
地
の
後
背
地
に
は
、
特
に
気
を
付

け
ま
し
ょ
う
。
そ
こ
が
斜
面
上
で
あ
れ
ば
、
い
つ

の
間
に
か
家
が
建
っ
て
い
る
な
ど
の
土
地
利
用
状

況
や
排
水
状
況
な
ど
を
見
回
る
こ
と
が
大
切
で
す

ね
。　

お
わ
り
に

家
造
り
で
避
け
る
べ
き
土
地

災
害
履
歴
を
知
ろ
う

地
形
図
を
読
も
う

土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
の
指
定

謝辞
本文をまとめるに当
たり、貴重な写真を
提供いただいた長野
県、長崎県、朝日新聞
社に、心からのお礼
を申し上げます。

［参考文献］
●後藤惠之輔編著

『暮らしと自然災害』、
電気書院、2009年
●今村遼平著「安全
な土地の選び方」、鹿
島出版会、1985年

5 重なり倒壊した湯谷団地の家屋

6 佐世保市原分町地すべり
（家屋・基礎・電柱の傾斜が進行中
写真提供：長崎県県北振興局）

7 土石流に襲われた県営住宅（撮影：筆者）

8 新築住宅も無残9 スギの根元曲がり
（佐世保市上小舟地すべり 撮影：筆者）




